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《シナジー》という多焦点眼内レンズは、

2焦点とEDOF（焦点を結ぶ距離が長いレンズ）を組み合わせたレンズで、

遠くから近くまで幅広く視力を出すことができると言われています。
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夜間の光の見え方はいかがですか？

夜間にハロー（光の輪）が見えるのはわかっていましたが、

輪が何重にもはっきり見えます。

まだ慣れませんが、そのうち慣れていくのかなと思っています。

ドライブがお好きということですが、もう出かけられましたか？

いえ、まだ手術から1週間ですからね。遠出はしていません。

まだ昼間のうちだけで、長くは運転していませんが、どこに出かけようか考え中です。

もし、もう片方の目が白内障になったら、同じレンズにしますか？

もちろん、そのつもりです。遠くの見え方は、ラセックを受けた時よりきれいに見えています。

それは予想外でしたね。

見え方はいかがですか？

近くのピントが合う所は1点で、その前後はぼやっとしていますが、

両目で見ていれば問題ないです。中間も両眼で見れば問題ないですね。

これからこのレンズを選ばれる方も増えてきそうですね！

ご興味をお持ちの方はご遠慮なくスタッフにお声がけください。

先月、当院で初めてこのシナジーを使った白内障手術が行われましたので、

第一号となったA様へのインタビューをご紹介します。

A様は5年前に両眼ラセック（レーシックと同じレーザーによる近視矯正手術

です）の手術を受けられていて、今回は左目の白内障手術を受けられました。

現在、ご来院時には検温と手指消毒のご協力をお願いしております。また院内が混み合わないよう、

お付き添いの方は1名までとさせていただき、場合によってはお車でお待ちいただいておりますが、

比較的院内が空いている時間帯は、月・火・水・金の午前8：30～9：00です。

近いお日にちでも予約可能です。また、午前よりは午後のほうが空いております。

どうぞご利用くださいますよう、お願い申し上げます。

Heartful

新しい多焦点眼内レンズ
《シナジー》開始しました

新型コロナウイルス感染拡大防止のために…



今年も花粉アレルギーの季節がやってきました！

涙道治療、再開しています！

中村院長、ぎふチャンラジオ『今日もラジオは！？2時6時』に出演中！
毎月第一木曜日の14：30から、「目からウロコの眼科最前線」として中村院長

がインタビューを受けています。今月は涙目（なみだめ）についてです。

視力にはあまり影響しないものの、日常ではいつも不快に感ずる涙目。

今回はその原因と治療についてわかりやすくお話する予定です。

是非聴いてみてくださいね！！インタビューは6月まで続きます！乞うご期待！

2021年のスギ花粉は2月初旬から飛び始め、3月にピークを

迎えるそうです。因みに名古屋の飛び始め予想は2月17日。

花粉の量は例年並みですが、去年に比べるとかなり多くなり

そうです。花粉アレルギーの約80％がスギ花粉によるもの

ですが、それ以外の植物によるものもあり、それによって

季節も変わってきます。

花粉によって起こる症状には、かゆみ、充血、目やにや瞼の

裏のぶつぶつなどがあります。治療には抗アレルギー点眼薬

が使われますが、症状が強い時には、ステロイドの点眼薬を

使うこともあります。

症状が出る前から抗アレルギー薬の点眼を始める方法を『初

期療法』と言います。これをすると、花粉の飛散がピークを迎える時に症状が軽くて済みます。

毎年症状が強く出る方にお勧めです。お早めにご相談ください！

地域ごとの気象状況による「目のかゆみ
注意報」を配信するアプリ『かゆみダス』
もあります。
点眼や受診のリマインダー機能があり、
初期療法の適切な開始時期も知らせてく
れます。

涙があふれてお困りの方はいらっしゃいませんか？
いつも涙があふれていると、

常に不快感があり、時には視界がぼやけたり目の

まわりの皮膚が荒れたりします。放っておくと、

感染や眼瞼炎などの炎症を起こす可能性があります。

涙は、主に上まぶたの奥にある涙腺から分泌され、

目頭にある上下の涙点から吸収され、

涙点 → 涙小管 → 涙嚢 → 鼻涙管 → 鼻腔（下鼻道）

を通り鼻へ流れます。通常、この分泌と排出を一定

量繰り返し目の表面は正常に保たれていますが、

この涙の通り道である涙道が細くなったり、

つまったりすると、涙があふれて涙目（流涙症）を

自覚します。

涙道治療は、涙道内視鏡を使って、専用の涙管チューブを挿入して涙道の詰まりを開通させ、チューブを

1～3ヶ月そのまま置くことによって涙道を再建して流涙症を治すための治療です。通常は15分程度で

終了し、日帰りで行うことができます。涙目でお困りの方はご相談ください。水野医師が担当です。


